
三宅研究室三宅研究室
スマートシティとメタバースを空間知能でつなぐ

人間・社会系部門
インタースペース研究センター

空間知能
https://miyayou.com/https://commonground.iis.u-tokyo.ac.jp/

メタAI, キャラクターAI, スパーシャルAI

三宅研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

人工知能と言えば、ロボットやゲームのキャラクターが
持つ人工知能を思い浮かべるかと思います。それはキャ
ラクターAIと呼ばれます。また、そういったキャラク
ターたちや世界全体を統御する人工知能をメタAIと言い
ます。そして空間を人工知能にしたものを「空間知能」
（スパーシャルAI）と言います。この3者を連携した自
律分散協調モデルのことを「MCS-AI動的連携モデル」
と言います。私の研究はこのモデルを都市全体のアーキ
テクチャとして都市そのものを人工知能とすることです。

空間そのものを人工知能とすることを「空間知能」と言います。この空間知能を
現実空間に敷き詰めていくことで、都市空間全体を知能化することを目指します。

空間知能は、空間そのものを人工知能にします。
空間知能は自らの管理する領域空間を持ち、そ
の空間内の状況を認識し、その空間内にいるAI
や機械に命令し、影響を与えます。また空間知
能は自身の持つ情報をメタバース空間に転送す
ることで、スマートシティ（物理空間）とメタ
バース（デジタル空間）をつなぐ役割をします。

スマートシティは、都市そのものが知能を持つことです。
これはスマートオブジェクト（知能を持つ物体）、空間
知能の集合の上に立つメタAI（人工知能）でもあります。
スマートシティは都市そのものを身体として内部状態を
把握し自律神経や消化や免疫のようにケアしながら、外
部環境、つまり大気や都市への侵入物に対して都市とそ
こに住まう人々を守ります。スマートシティは地球上の
みならず、月面や火星の都市に向けた宇宙時代にこそ

空間知能とメタバース

スマートシティ

必要なアーキテクチャです。

スマートシティ、メタバース、空間知能� Bw601

目黒研究室目黒研究室
防災研究：ハードとソフト・国内と国際・フェーズフリー・コストからバリューへ

人間・社会系部門

工学系研究科 社会基盤学専攻、学際情報学府 学際情報学専攻
都市震災軽減工学・国際防災戦略論

https://risk-mg.iis.u-tokyo.ac.jp/

目黒研究室
※研究室名のみ入力ください

【提出用】

現在わが国は大地震が多発する時期を迎えている。今後30～50年の間に、M8クラスが4、5回、M7クラスの地震が40～50回発生すると
考えられる。首都直下地震(M7クラス)や南海トラフ沿いの巨大地震(M8クラス)がその代表である、中央防災会議は、南海トラフ沿いの連動
型の超巨大地震(M9クラス)の被害は約220兆円、首都直下地震は約95兆円、両者を合わせた建物被害（全壊・全焼のみで）は300万棟以上、
死者数は約35万人と想定したが、これらは発災直後の延焼火災や津波による被害までが対象である。2018年6月に、これらの地震災害の⾧
期的（20年間）な経済損失を土木学会が試算した。その結果は、直接被害と合わせて、南海トラフの巨大地震で約1,541兆円、首都直下地
震では約855兆円となったが、2024年の首都直下地震再検討の結果は1000兆円を超えた。国家の存続さえも危ぶまれる国難災害である。
現在の我が国の財政状況や少子高齢人口減少社会を考えれば、今後の我が国の巨大災害への取り組みは「貧乏になっていく中での総力

戦」と言える。防災の担い手には、「自助・共助・公助」の3者があるが、今後は「公助」の割合は益々減っていくことが予想され、これを
補う「自助」と「共助」の確保とその活動の継続が重要になる。しかし、従来のように、「自助」と「共助」の担い手である個人や法人、
NPOやNGOの関係者の「良心」に訴える「防災」はもはや限界であり、活動主体に対して、物的・精神的な利益がもたらされる環境整備が
必要である。重要なキーワードは「コストからバリューへ」と「フェーズフリー」。従来のコストと考える防災対策は「一回やれば終わり、
継続性がない、効果は災害が起こらないとわからない」ものになるが、バリュー(価値)を高める防災対策は「災害の有無にかかわらず、平
時から組織や地域に価値やブランド力をもたらし、これが継続される」ものになる。平時の生活の質を向上させるサービスや製品、生き方
などが、災害時にもそのまま活動できる「フェーズフリー」な防災対策は新しい付加価値をもたらす。
当研究室では、上記のような認識の基づいて、ハードとソフト、国内と国際の視点から災害に強い社会を実現する戦略研究を行っている。

ハード(主として構造物によって災害に強い社会を実現する)ハード(主として構造物によって災害に強い社会を実現する) ソフト(構造物以外の方法で災害に強い社会を実現する)ソフト(構造物以外の方法で災害に強い社会を実現する)

■組積造構造物の耐震補強技術
地震多発地域の組積造を対象とした簡便で
低価格、かつ効果の高い耐震補強法を提案
し、検証する。

■構造物の破壊解析
連続体から非連続体に至るまでの挙動を高精度
に解析可能な応用要素法（AEM）や拡張個別要
素法（EDEM)を用いて、構造物の倒壊現象をシ
ミュレーションする。

■自己浮上式津波避難施設
施設そのものが浮き上がることで津波から
避難してきた人々を保護する構造物の
開発と実現可能性を、模型実験と
数値シミュレーションにより検証する。

■家具の転倒防止器具の
開発とその効果の検証

様々な周期や振幅の地震動を用いた振動
実験を行い、既存と新しく開発した転倒
防止器具の効果を検証する。

災害情報アーカイブ災害情報アーカイブ

■効果的な危険度マップ
の作成と管理

事前対策、事後対応、復旧、復興に貢献する
ために、危険度マップを体系的に整理・蓄積
し、提示する。

■地震被災地の被害実態に基づく
地震動分布推定

衛星画像による被害把握結果と地震被害関数
を用いて、観測点の少ない地震被災地におけ
る地震動分布を推定する。

■災害体験や教訓の多視点分析
震災の調査報告や災害体験，教訓などをアー
カイブし、過去のナレッジを効果的に、整理、
蓄積、利活用する。

■途上国における
防災計画の内容分析

■延焼火災の分析

■防災制度設計

文献レビュー、インタビュー調査を
通じて防災計画の内容を分析する
改訂を見据えた問題点を明確化する。

延焼火災による被災状況の解明。
左図は関東地震時の震後12時間の延焼
火災の様子。

脆弱建物の耐震化対策への
インセンティブ導入法に関する研究。
左図は静岡県を対象として「自治体による保証
に基づく耐震補強奨励制度」の効果の評価結果。

■災害リモートセンシングの応用

各区想定結果

メッシュで表示
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■次世代型防災マニュアル

■目黒メソッド/目黒巻

リモートセンシングにより得られた災害情報
を災害時の支援に活用する仕組みを構築する。

事前から事後に至る全てのフェーズでの防災
対策や対応を、効率的に実施できるように支
援するシステムを構築する。
事前対策の効果の評価、被害に応じた災害対
応期間や人員配置マネジメントをナビゲー
ションする。

自分を主人公に、日常のある場面を設定し、
災害時に周りで起こる状況、自分自身が被る
被害を想像する能力（災害イマジネーショ
ン）を向上する。

災害情報受配信災害情報受配信

■組積造構造物の
耐震化促進制度

無補強組積造住宅の耐震補強推進制度に
関する研究。

総合防災戦略
の実現のために

ハードとソフトの両面からの防災研究、フェーズフリー� Be604, Be地下(B)02




